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学位論文等題目 〈論文〉 囲いの森－有機の形と色－ 
 〈作品〉 杜の径 
 〈演奏〉  
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（主査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 植田 一穂 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術研究科） 海老 洋 
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な自然」の違和感がどこから来るのかを探っていくとともに、日本と西洋の庭や公園などを比較検証しな
がら論述していく。ドローイングして得た複雑な形象を画面上で再構成し、実感を追い求めながら抽象と
具象の間を行き来する現在の制作スタイルに繋がっていった経緯を述べる。動機としての論拠がややあ
いまいな気がするが、岩絵の具等の日本画材と申請者の現在の表現方法との親和性について述べるあた
りは申請者の独自の視点が感じられ、興味深い。 
提出作品「杜の道」は、高速道路の高架下に何十メートルにもわたって木々が人工的に植えられた風景
を取材したものである。付近に住む申請者にとって見慣れた風景ではあるが、申請者はその風景の人工性
に、ウォーホルのキャンベル缶の絵のような空虚な美しさを感じたという。作品の印象は一見すると普通
の風景画のようにも見える。しかし、絵の具を塗ってはそれを洗い流すという作業を何度も繰り返し複雑
な色味を作り出し、抑えた表現とも相まって申請者の作品に一貫する不思議な魅力溢れる作品となって
いる。粗削りには見えるが、絵としての形や色へのこだわりと描写の取捨選択は、申請者が目指す「中間
表現」を体現するものだとすると納得がいく。申請者の描かんとする美意識が垣間見える質の高いものに
なった。また、日本画の技法や材料研究も高い水準のものと認められる。 
以上の点から、審査会においては審査員全員の評価と承認を得、学位にふさわしい作品であると判断し
合格とした。 
